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はじめに
このたびは，タイムインターバルアナライザTA320/TA520の光ディスクジッタ解析ソフ
トウエア(形名704216)をお買いあげいただきましてありがとうございます。
このユーザーズマニュアルは，Windows95を中心に，本ソフトウエアの取り扱い上の注
意/機能/操作方法などについて説明したものです。ご使用前にこのマニュアルをよくお読
みいただき，正しくお使いください。
お読みになったあとは，ご使用時にすぐにご覧になれるところに，大切に保存してくださ
い。ご使用中に操作がわからなくなったときなどにきっとお役にたちます。
なお，タイムインターバルアナライザTA320/TA520本体の取り扱い上の注意/機能/操作
方法，MS-DOS/Windowsの取り扱い/操作方法などについては，それぞれのマニュアル
をご覧ください。

ご注意
●本書の内容は，性能/機能の向上などにより，将来予告なしに変更することがあります。
また，実際の画面表示内容，本書に記載の画面表示内容と多少異なることがあります。
●本書の内容に関しては万全を期しておりますが，万一ご不審の点や誤りなどお気づきの
ことがありましたら，お手数ですが，裏表紙に記載の当社支社/支店/営業所までご連絡
ください。

商標
●Windows，MS-DOSは，Microsoft Corporationの登録商標です。
●PC-9800シリーズは，日本電気株式会社の製品です。
●その他，本文中に使われている会社名/商品名は，各社の登録商標または商標です。

履歴
●1999年9月初版発行

Disk No. HF10

1st Edition: September 1999 (YK)

All Rights Reserved, Copyright © 1999 Yokogawa Electric Corporation
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製品概要

ソフトウエア
本ソフトウエア(形名704216)は，タイムインターバルアナライザTA320/TA520で測定
したデータのDeltaアベレージと標準偏差を求め，グラフと一覧表を表示し，その結果を
パーソナルコンピュータに接続されたプリンタに印刷する機能を持っています。

対象としている測定データ
・タイムインターバルアナライザTA320/TA520で測定したハードウエアヒストグラム
モードのデータ
・バイナリデータでセーブ(保存)された上記データ(拡張子.wvf)で，ヘッダファイル(拡
張子.hdr)付
・通信(GP-IB)を介して，TA320/TA520で測定し，本ソフトウエアにロードした(読み
込んだ)データ
(本ソフトウエアで，TA320/TA520のフロッピーディスクドライブから，GP-IBを介
してデータをロードする(読み込む)ことはできません。)

・本ソフトウエアでセーブしたバイナリ形式のデータ(拡張子.tad)

動作に必要なシステム環境
●パーソナルコンピュータ本体

日本語Windows95/98またはWindows NT4.0が動作可能なパーソナルコンピュータで，
16MB以上のメモリを有したものが必要です。

●OS(オペレーティングシステム)

日本語Windows95/98またはWindows NT4.0が必要です。

●GP-IBボード

通信を介してロードする場合，パーソナルコンピュータに，N.I(ナショナルインスツルメ
ンツ)社製のGP-IBボードが組み込まれていることが必要です。

●CRT，プリンタ，マウス

日本語Windows95/98またはWindows NT4.0に対応したものが必要です。
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ご使用にあたっての注意

●システムフロッピーディスクの保管について

お買いあげいただいたオリジナルのシステムフロッピーディスク(ソフトウエア)は大切に
保管してください。実際の作業では，ハードディスク上にインストールしてご使用くださ
い。

●遵守事項

・使用制限

お客様は，当製品(本ソフトウエアと本書)を，同時に複数のコンピュータで使用するこ
とはできません。また，複数の使用者によって使用することもできません。

・譲渡および貸与の禁止

当製品を第3者に譲渡すること，および貸与することを禁止します。

・保証

当製品を開封した時点で，オリジナルのシステムフロッピーディスクまたは本書に物理
的な欠陥がある場合，当製品をお受け取りになってから7日以内のお申し出に限り，無
料で交換いたします。

・免責

当社は，当製品を開封した時点で，オリジナルのシステムフロッピーディスクまたは本
書に物理的な欠陥がある場合を除き，いかなる保証もいたしません。また，当製品の使
用に関して，直接または間接に生じるいっさいの損害について，責任を負いません。
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インストールをする前に

●システムフロッピーディスクのバックアップ

お買いあげいただいたオリジナルのシステムフロッピーディスクにあるソフトウエアの
バックアップを，別のフロッピーディスク(2HDタイプ：1.2/1.44MB)に取ってくださ
い。以降のインストールやその他の操作は，バックアップしたフロッピーディスクを使用
してください。また，インストールをするときはフロッピーディスクのプロテクトスイッ
チを書き込み可能の位置にしてください。

●バックアップを取るときの操作

WindowsのMS-DOSプロンプトから，またはDOS上で「diskcopy　A:　A:」とコマンド
入力して，バックアップの実行をします。画面の指示にしたがって操作をしてください。
以下に例を示します。
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インストールをする

操　　作操　　作�
以下は，Windows95でインストールするときの操作です。

1. パーソナルコンピュータ本体の電源を入れ，Windowsを立ち上げた状態にします。
2. コントロールパネルのフォルダを開いて，「アプリケーションの追加と削除」をダブ
ルクリックします。

3. 「セットアップと削除」の「セットアップ」のボタンをクリックします。インストー
ラが起動します。
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4. システムフロッピーディスク(バックアップ用)をフロッピーディスクドライブに挿入
し，「次へ」をクリックします。

5. セットアッププログラムのテキストボックスが「A:¥SETUP.EXE」になっていること
を確認し，「完了」をクリックします。パーソナルコンピュータがPC-9800シリーズ
のときは，テキストボックスが「C:¥SETUP.EXE」になります。

6. セットアップを実行すると，以下の表示になります。
「Next>」をクリックします。

インストールをする
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7. インストール先を問い合わせてきます。必要に応じて変更してください。
初期値はC:¥Program Files¥TA520になっています。インストール先を入力したあと
「Next>」をクリックします。

8. プログラムフォルダを指定します。
変更する場合は，目的のフォルダ名を入力します。入力後「Next>」をクリックしま
す。

インストールをする
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9. インストールが完了すると，以下のように表示されます。
「Finish」をクリックして終了します。

インストールをする



xiIM 704216-61

ソフトウエアを起動する

操　　作操　　作�
スタートメニューから「TA520 Optical Disk Jitter Analysis Software」を選択して，本
ソフトウエアを起動します。

解　　説解　　説�
TA520 Optical Disk Jitter Analysis Softwareは，Windows95の場合はWin95フォルダ
のスタートメニューフォルダ内のプログラムフォルダの中にあります。

Note
セーブ済みの設定情報をもとに起動できる「起動オプション」の設定ができます。毎回同じ設定で
起動します。情報ファイルが見つからなかった場合は前回の設定で起動します。
TA.EXE_-f：格納先の設定情報ファイル (例) TA.EXE_-f:C:¥TA320¥set1.cfg
ショートカットを作成後，プロパティのリンク先の項目に上記の記述をします。
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●ツールバーの利用

ソフトウエアを起動すると，ウインドウの左端にツールバーが表示されます。
ツールバーの各ボタンをクリックすることによって，以降の章で説明する機能を直接実行
することができます。

ファイルを開く�
ファイル開く(GP-IB)

ピットデータのセーブ(GP-IBで読み込んだ場合のみ)
ランドデータのセーブ(GP-IBで読み込んだ場合のみ)

印刷�
プリンタの設定�

解析パラメータの設定�
オプションの設定�
設定情報のセーブ�
設定情報のロード�

データベースの設定�
GP-IBの設定�

表示形式の設定�

リニアスケール/Logスケールの切り替え�

オーバーラップの切り替え�

Window(理論値)

ソフトウエア情報�

ソフトウエアを起動する
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11.1 解析パラメータを設定する/簡易設定をする

操　　作操　　作�
1. 「Setup」をクリックして，セットアップメニューを表示します。
2. 「Parameter...」をクリックして，解析パラメータ設定のダイアログボックスを表示し
ます。

●アベレージ値/ウインドウ幅を一括設定する

3. 「T=」のボックスに，定数Tを設定します。
4. 「Update」をクリックします。ウインドウ1T～16Tのウインドウ幅がすべて定数Tと
同じ値に設定され，アベレージ値には各ウインドウの中心値が設定されます。「Set
Average」の操作については，2.1項を参照してください。

●アベレージ値を部分設定する

5. 必要に応じて，ウインドウ1T～16Tの右側にあるAverage[ns]の各ボックスに，数値
を入力します。

第1章　解析条件を設定する
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●ウインドウ幅を部分設定する

1.3項の「Adjust Window Parameter」の「Window Position」のチェックボタンが
チェックされているとき，この操作ができます。

6. 必要に応じて，ウインドウ1T～16Tの右側にあるWindow[ns]の各ボックスに，開始
時刻と終了時刻を入力して，ウインドウ幅を設定します。

●解析開始T/解析終了Tを選択する

7. 「Analyze」のボックスで，解析開始Tを選択します。
8. 「Analyze」ボックスの右の「to」のボックスで，解析終了Tを選択します。

●簡易設定をする

9. 「Easy Setting」の「Kind」のラジオボタンをクリックして，クロック周期(ディス
クの種類)を選択します。「Kind」のDVD1，DVD2，DVD3，MDのクロック周期の
設定は，1.4項を参照してください。

10. 「Easy Setting」の「X1」～「X16」をクリックするか，または「User」の右にあ
るボックスで倍速を任意に入力してから「User」をクリックして，倍速を設定しま
す。ウインドウ1T～16Tのアベレージ値/ウインドウ幅が，クロック周期と倍速に応
じた値になります。

11. 解析開始T/解析終了Tを，操作7，8に従って選択します。必要に応じて，操作5，6に
従って，ウインドウのAverage[ns]/Window[ns]の各ボックスに数値を入力します。

●解析する

12. 設定した内容で測定データを解析するときは，「OK」をクリックします。キャンセル
するときは，「Cancel」をクリックします。

1.1　解析パラメータを設定する/簡易設定をする
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1解　　説解　　説� ●アベレージ値/ウインドウ幅/の一括設定

定数Tをもとに，ウインドウ1T～16Tのアベレージ値/ウインドウ幅を設定できます。
・アベレージ値：Deltaアベレージ＊を計算するときの値です。本来は，測定データがある
値を中心に分布するであろうという理想平均値(設計値，理論値など)を設定しますが，
この一括設定ではウインドウ幅の中心の値が設定されます。測定した平均値を設定する
こともできます(2.1項参照)。
・ウインドウ幅：1つのウインドウの時間軸上の幅(スパン)です。
＊Deltaアベレージとは，測定データがある値を中心に分布するであろうという理想平均値と実測
した平均値のずれのことをいいます。

●定数Tの設定

ウインドウの幅を設定します。通常は，解析対象のディスクやドライブなどのサンプリン
グクロック周期を設定します。
設定範囲：1～10000ns，設定分解能：0.001ns

●アベレージ値の部分設定

ウインドウ1T～16Tのアベレージ値を個別に設定できます。
・各アベレージ値は，各ウインドウの幅の範囲内で設定できます。
・設定範囲：定数T/2～10000ns，設定分解能：0.001ns

●ウインドウ幅の部分設定

ウインドウの幅は，終了時刻と開始時刻の差になります。
・開始時刻＜終了時刻になるように設定します。
・1つ前のウインドウの終了時刻が，次のウインドウの開始時刻になります。
・設定範囲：1～10000ns，設定分解能：0.001ns

●解析開始T/解析終了Tの選択

解析を，どのウインドウからどのウインドウまでするかを選択します。
・解析開始Tの選択範囲：1T，2T，3T
・解析終了Tの選択範囲：1T，2T，3T，4T，5T，6T，7T，8T，9T，10T，11T，

12T，13T，14T，15T，16T

Note
上記の設定により，解析終了Tの解析データ点が32000点以上(TA320のとき)，または512000点
以上(TA520のとき)になる場合は，「T値または解析開始/終了Tが不正です」のメッセージが表示
され，解析できません。

1.1　解析パラメータを設定する/簡易設定をする
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●簡易設定

クロック周期や倍速があらかじめわかっているとき，その値を適用してアベレージ値/ウ
インドウ幅を設定できます。

・クロック周期の選択

次の中から選択します。
・CD： コンパクトディスクのクロック周期231.385nsが設定されています。変更で

きません。
・DVD1：初期設定38.2nsが設定されています。
・DVD2：初期設定38.19nsが設定されています。
・DVD3：初期設定33.33nsが設定されています。
・MD： 初期設定231.385nsが設定されています。
DVD1，DVD2，DVD3，MDのクロック周期の設定は，1.4項を参照してください。

・倍速の選択

次の中から倍速(倍数)を選択します。クロック周期が，選択された倍数で除算され，そ
の値がアベレージ値/ウインドウ幅に適用されます。
X1，X2，X4，X6，X8，X10，X12，X16，User設定(設定範囲：1～24，設定分解
能：0.01)

1.1　解析パラメータを設定する/簡易設定をする
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11.2 解析データの判定値を設定する

操　　作操　　作�
1. 「Setup」をクリックして，セットアップメニューを表示します。
2. 「Parameter...」をクリックして，解析パラメータ設定のダイアログボックスを表示し
ます。

●判定値を設定する

3. 「Judge...」をクリックして，判定値設定のダイアログボックスを表示します。

4. 「Delta Average 」のウインドウ1T～16Tに対して，±の左側ボックスに判定中心
値を，±の右側ボックスに許容範囲を設定します。

5. 「Std Dev」のボックスに，標準偏差の判定値を設定します。

●判定値を有効にする

6. 設定した内容を有効にするときは，「OK」をクリックします。キャンセルするとき
は，「Cancel」をクリックします。判定結果は解析データをグラフ表示するときに表
示されます。判定線によって，判定値を超えているか否かの判定をします。3.1項を
参照してください。
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解　　説解　　説� ●判定中心値の設定

ウインドウ1T～16Tの判定中心値を個別に設定できます。
・各判定中心値は，各ウインドウの幅の範囲内で設定できます。
・設定範囲：定数T/2～10000ns，設定分解能：0.001ns

●許容範囲の設定

判定中心値に対して，許容範囲を設定します。
設定範囲：1～10000ns，設定分解能：0.001ns

●標準偏差の設定

標準偏差の判定値を設定します。
設定範囲：1～1000ns，設定分解能：0.001ns

●判定値の更新

基本周期を入力した後に［Update］ボタンをクリックすると，「Pit/Land」の判定値が
更新されます。

●アベレージ値の設定

［Set Average］ボタンをクリックすると，「Pit/Land」の判定値に測定値のアベレージ
値が設定されます。

1.2　解析データの判定値を設定する
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11.3 マウスでウインドウを移動する/ウインドウ幅を変更
する

操　　作操　　作�
1. 「Setup」をクリックして，セットアップメニューを表示します。
2. 「Option...」をクリックして，解析パラメータ設定のダイアログボックスを表示しま
す。

●グラフ表示をしているときにウインドウをマウスで移動する

3. 「Adjust Window Parameter」の「Window Position」のチェックボタンをチェッ
クします。

●グラフ表示をしているときにウインドウ幅をマウスで変更する

4. 「Adjust Window Parameter」の「Window Width」のチェックボタンをチェックし
ます。

●設定した内容を有効にする

5. 設定した内容を有効にするときは，「OK」をクリックします。キャンセルするとき
は，「Cancel」をクリックします。
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解　　説解　　説� ●ウインドウの移動

「Window Position」のチェックボタンをチェックすると，ヒストグラム表示のウインド
ウをマウスで左右に移動できます。解析パラメータのアベレージ値/開始時刻/終了時刻
(1.1項参照)に，この移動結果が反映されます。
移動範囲： ヒストグラムの左端～解析終了Tの終了時刻まで(ただし，TA320は

3200.0nsまで，TA520は128.0nsまで)
移動分解能：0.001ns(TA320)，0.00025ns(TA520)

マウスの左ボタンを押すと「手」が現れます。「手」を左右に�
ドラッグすると，全ウインドウが左右に移動します。�

・移動する前�

・移動した後�

●ウインドウ幅の変更

「Window Width」のチェックボタンをチェックすると，ヒストグラム表示のウインドウ
幅をマウスで変更できます。解析パラメータのウインドウ幅だけでなく，アベレージ値
(1.1項参照)にもこの変更結果が反映されます。
変更範囲：1～10000ns(ただし，解析パラメータ定数Tの設定可能範囲，1-3ページの

「Note」参照)，変更分解能：0.001ns

マウスの左ボタンを押すと「手」が現れます。「手」を左右に�
ドラッグすると，全ウインドウの幅が変更されます。�

・変更する前�

・変更した後�
変更後のウインドウ幅�

●ウインドウごとのウインドウ幅の変更

「Adjust Window Parameter」の「Window Position」チェックボタンだけがチェック
されているときは，マウスでヒストグラム表示のウインドウ幅をウインドウごとに変更で
きます。
Note
Pit/Landのヒストグラム表示を重ね書きしている場合としていない場合で，ウインドウ幅の値の反
映方法が変わります。重ね書きをしている場合には，PitとLand両方のウインドウ幅と中心値が変
わります。重ね書きをしていない場合には，PitとLandどちらか指定している方の値が変わります。

1.3　マウスでウインドウを移動する/ウインドウ幅を変更する
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11.4 解析パラメータ簡易設定のクロック周期を設定する

操　　作操　　作�
1. 「Setup」をクリックして，セットアップメニューを表示します。
2. 「Option...」をクリックして，解析パラメータ設定のダイアログボックスを表示しま
す。

●クロック周期を設定する

3. 「DVD Clock cycle」のDVD1，DVD2，DVD3，MDの各ボックスの数値を設定しま
す。

●設定した内容を有効にする

4. 設定した内容を有効にするときは，「OK」をクリックします。キャンセルするとき
は，「Cancel」をクリックします。

解　　説解　　説� ●クロック周期の設定

解析パラメータを簡易設定するとき(1.1項参照)のクロック周期を設定します。DVD1，
DVD2，DVD3，MDそれぞれに設定ができます。
設定範囲：1～300ns，設定分解能：0.001ns
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1.5 コメントを入力する

操　　作操　　作�
1. 「Setup」をクリックして，セットアップメニューを表示します。
2. 「Comment...」をクリックして，コメント入力のダイアログボックスを表示します。

●コメントを入力する

3. 「Comment」のボックスに，コメントを入力します。

●設定した内容を有効にする

4. 設定した内容を有効にするときは，「OK」をクリックします。キャンセルするとき
は，「Cancel」をクリックします。

解　　説解　　説� ●入力できる文字数

入力できる文字数に制限はありませんが，表示または印刷できない場合があります。

●コメントの表示

下図のように表示されます。

●コメントの消去

コメント入力のダイアログボックスにある文字をすべて消去してから，「OK」をクリッ
クします。
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11.6 GP-IBアドレスを設定する/GP-IB通信テストをする

操　　作操　　作� GP-IBボードが組み込まれていない場合は，操作できません。

1. 「Setup」をクリックして，セットアップメニューを表示します。
2. 「GP-IB...」をクリックして，GP-IB設定のダイアログボックスを表示します。
(GP-IBボードが組み込まれていない場合は，選択できません。)

●GP-IBアドレスを入力する

3. 「GP-IB Address」のボックスに，タイムインターバルアナライザTA320/TA520の
GP-IBアドレスを入力します。

●アドレスを検索する

4. TA320またはTA520のどちらかのラジオボタンをクリックして検索対象を選択しま
す。

5. 「Search TA320 Address」または「Search TA520 Address」をクリックする
と，GP-IBインタフェースで接続されているTA320/TA520のアドレスを検索し，
「GP-IB Address」のボックスにそのアドレスが設定されます。

●GP-IB通信テストをするモードにする

6. 「Enable GP-IB Test Func.」のチェックボタンをチェックします。通信テストは，
ファイル(File)メニューで実行します。2.2項を参照してください。

●設定した内容を有効にする

7. 設定した内容を有効にするときは，「OK」をクリックします。キャンセルするとき
は，「Cancel」をクリックします。
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解　　説解　　説� ●GP-IBアドレスの入力

・GP-IBインタフェースで接続されているTA320/TA520のアドレスを入力します。
・TA320/TA520のアドレスの選択範囲は，GP-IBインタフェースユーザーズマニュアル
IM704210-12JまたはIM704310-12Jの1.4項を参照してください。
・入力したアドレスと接続されているTA320/TA520のアドレスが合わないときは，デー
タの読み込みができません。

●アドレスの検索

・GP-IBインタフェースで接続されているTA320/TA520のアドレスを検索します。
・TA320/TA520が接続されていないときは，変化しません。
・TA320/TA520が複数台接続されているときは，最も小さいアドレスが「GP-IB
Address」のボックスに設定されます。

●GP-IB通信テストのモード

通信テストは，ファイル(File)メニューで実行します。2.2項を参照してください。ただ
し，ここで「Enable GP-IB Test Func.」のチェックボタンがチェックされていないと，
実行するメニューが表示されません。

1.6　GP-IBアドレスを設定する/GP-IB通信テストをする
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11.7 設定情報をセーブする/ロードする

操　　作操　　作�
1. 「Setup」をクリックして，セットアップメニューを表示します。

●設定情報をセーブする

2. 「Save for Setup...」をクリックして，設定情報セーブのダイアログボックスを表示
します。

3. 「ファイル名」ボックスに，セーブするファイル名を入力します。拡張子は.cfgにし
ます。このとき，必要に応じて「ファイルの種類」/「保存する場所」を選択/設定し
ます。

●設定情報をロードする

4. 操作1のあと，「Load for Setup...」をクリックして，設定情報ロードのダイアログ
ボックスを表示します。
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5. 「ファイル名」ボックスに，ロードするファイル名を入力します。拡張子は.cfgで
す。このとき，必要に応じて「ファイルの種類」/「ファイルの場所」を選択/設定し
ます。

●セーブまたはロードする

6. 操作3または5のあと，設定した内容でセーブまたはロードときは，「保存」または
「開く」をクリックします。キャンセルするときは，「キャンセル」をクリックしま
す。

解　　説解　　説� ●セーブ/ロードされる内容

・解析パラメータ：1.1項参照
・解析データの判定値：1.2項参照
・マウスによるウインドウ移動操作と，ウインドウ幅変更操作のON/OFF：1.3項参照
・解析パラメータ簡易設定のためのクロック周期：1.4項参照
・コメント：1.5項参照
・表示形式：3.1項参照
・表示色：3.2項参照

●セーブ/ロードするときのファイル名と拡張子

・ご使用のシステムで定められている範囲で，ファイル名を設定できます。
・拡張子は「.cfg」を使用してください。

●セーブ/ロードするときの注意

・設定情報をセーブしようとしたとき，すでにそのファイル名が登録されていても，「同
一のファイル名がすでにある」という主旨のメッセージは表示されません。「保存」を
クリックしたときに上書きされます。
・設定情報をロードした(「開く」をクリックした)とき，ロードする前の設定情報は消去
されます。

1.7　設定情報をセーブする/ロードする
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11.8 アベレ－ジ値をセ－ブする/ロ－ドする

操　　作操　　作�
1. 「Setup」をクリックして，セットアップメニューを表示します。

●アベレージ値をセーブする

2. 「Average...」をクリックして，アベレ－ジ情報ダイアログボックスを表示します。
グラフと表を同時表示(Graph&Sheet)しているときは，Deltaアベレ－ジの表をマウ
スでダブルクリックしてもこのダイアログボックスを表示できます。

3. 変更が必要なTの値を入力し，コメント(アベレ－ジ値の意味または内容等)を入力後，
「Save Avg...」をクリックしてセーブダイアログボックスを表示します。

4. 「ファイル名」ボックスに，セーブするファイル名を入力します。拡張子は，.avgに
します。このとき必要に応じて，「ファイルの種類」/「保存する場所」を選択/設定
します。

5. 「保存」をクリックすると，アベレージ値がセーブされます。セーブをしないとき
は，「キャンセル」をクリックします。

解析パラメータ設定ダイアログ�
ボックスで設定したアベレージ値�

測定結果のアベレージ値�
または，ロードしたアベレージ値�

* Pit/Landの「Meas or Load(左の表)」に，測定結果のアベレ－ジまたはファイルから
ロードしたアベレ－ジ値を表示し，「Parameter(右の表)」に解析パラメ－タ設定ダイア
ログボックスで設定したアベレ－ジ値(Parameter setting ダイアログボックスの
「Average(ns)」)を表示します。
なお，波形表示していない状態で，このダイアログボックスを開くと，PitまたはLand
の左の表には解析パラメータのアベレ－ジ値を表示します。波形表示している状態で
は，測定結果のアベレ－ジ値を強調文字とレッドバ－(「Setup→Parameter」の
「Analize」で指定した範囲)で表示します。
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●アベレージ値をロードする

3. 操作2のあと，「Load Avg...」をクリックし，ロードダイアログボックスを表示しま
す。

4. 「ファイル名」ボックスに，ロードするファイル名を入力します。拡張子は，.avgに
します。このとき必要に応じて，「ファイルの種類」/「ファイルの場所」を選択/設
定します。

5. 「開く」をクリックすると，アベレージ値が「Meas or Load」にロードされます。
ロードをしないときは，「キャンセル」をクリックします。
ロード後，現在の測定結果のアベレ－ジ値が必要になったときには，「Get Meas
Avg」をクリックすると測定結果のアベレ－ジ値が「Meas or Load」に表示されま
す。

●「Meas or Load」の値を「Parameter」にコピーする

4. 上記の各種操作(ファイルからのロード・測定結果のロード等)により作成したアベレ
－ジ値を解析パラメータのアベレ－ジ値(「Setup→Parameter」の「Average[ns]」)
に反映したい場合は，「Set to Param」をクリックします。「Meas or Load」の値
が「Parameter」にコピーされます。ダイアログボックスの値を有効にするときは，
「OK」をクリックします。キャンセルするときは，「Cancel」をクリックします。

解　　説解　　説�
設定情報のうち，アベレージ値だけをセーブ/ロードできます。
●セーブ/ロードするときのファイル名と拡張子

・ご使用のシステムで定められている範囲で，ファイル名を設定できます。
・拡張子は，「.avg」を使用してください。

●セーブ/ロードするときの注意

・アベレージ値をセーブしようとしたとき，すでにそのファイル名が登録されていても，
「同一のファイル名がすでにある」という主旨のメッセージは表示されません。「保
存」をクリックしたときに上書きされます。
・アベレージ値をロードした(「開く」をクリックした)とき，ロードする前のアベレージ
値は消去されます。

1.8　アベレ－ジ値をセ－ブする/ロ－ドする
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2.1 データをロードする，アベレージ値に測定平均値を
設定する

操　　作操　　作�
1. 「File」をクリックして，ファイルメニューを表示します。
2. 「Open...」をクリックして，ファイル名入力のダイアログボックスを表示します。

3. 「Pit File」または「Land File」のボックスに，開きたいファイル名を入力します。
「Browse...」をクリックするとファイル選択のダイアログボックスを表示するので，
開きたいファイル名を選択します。このとき，必要に応じて「ファイルの種類」/
「ファイルの場所」を選択/設定します。

4. 選択したファイルを有効にするときは，「OK」をクリックします。キャンセルすると
きは，「Cancel」をクリックします。ファイル名入力のダイアログボックスに戻りま
す。

第2章　データをロードする/セーブする
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●選択したファイルを開く

5. 「Pit File」または「Land File」のボックスのファイル名を確認したあと，選択した
ファイルを開くときは，「OK」をクリックします。キャンセルするときは，
「Cancel」をクリックします。

●アベレージ値に，開いたファイルのデータから求めた測定平均値を設定する

6. 操作5で「OK」をクリックしたあと，「Setup」をクリックして，セットアップメ
ニューを表示します。

7. 「Parameter...」をクリックして，解析パラメータ設定のダイアログボックスを表示し
ます。

8. 「Set Average」をクリックして，データから求めた測定平均値を，アベレージ値に
設定します。

2.1　データをロードする，アベレージ値に測定平均値を設定する
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解　　説解　　説� ●開くことができるファイル

当社のタイムインターバルアナライザTA320/TA520の測定データ(Waveform File：拡張
子.wvf)，または本ソフトウエアでセーブしたデータファイル(Saved File：拡張子.tad，
2.3項参照)が対象になります。
・Pit File： 本ソフトウエアでは，Pit信号(CD/DVDに記録される，または記録された信

号)のデータファイルを示します。
・Land File：本ソフトウエアでは，Land信号(Pitと相反する部分：CD/DVDのベースに

なる部分の信号)のデータファイルを示します。
・TA320とTA520のファイルを同時に開くことはできません。

●表示例

表示の仕方(表示形式：グラフだけの表示/縦軸目盛りの振り方など)については，3.1項を
参照してください。
・Deltaアベレージと標準偏差の表が縦に並んでいる場合

Window(理論値)
Deltaアベレージ(理想平均値)
Deltaアベレージ(測定平均値)
解析開始Tと解析終了T�
(定数T)

Deltaアベレージの表�

標準偏差の表�

・Deltaアベレージと標準偏差の表が横にならんでいる場合

・Deltaアベレージと標準偏差の表を縦並びにできない場合は，自動的に表を横並びに配
置します。
・表示するウインドウの大きさによっては，横並びだけの表示になります。

2.1　データをロードする，アベレージ値に測定平均値を設定する
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●アベレージ値の測定平均値設定

解析パラメータの中のアベレージ値に，開いたファイルのデータから計算した測定平均値
を設定します。解析パラメータについては，1.1項を参照してください。
なお，解析パラメータ設定のダイアログボックスにある「with Judge Line」にチェック
を付けると，判定テーブルにも測定平均値が反映されます。

●データをパーソナルコンピュータからロードするときの注意

解析パラメータ，解析データの判定値，マウスによるウインドウ移動操作とウインドウ幅
変更操作のON/OFF，解析パラメータ簡易設定のためのクロック周期，コメント，表示形
式，表示色の設定は，データをロードする前の設定になります。

Note
TA320/TA520のパルス幅測定で，ポラリティを または22T(TA320のときだけ)にして測定
したデータは，正しく解析できません。

2.1　データをロードする，アベレージ値に測定平均値を設定する
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2.2 GP-IBを介して，測定データをTA320/TA520から
ロードする

操　　作操　　作� GP-IBボードが組み込まれていない場合は，操作できません。

1. 「File」をクリックして，ファイルメニューを表示します。
2. 「Open From GP-IB...」をクリックして，GP-IBデータロード設定のダイアログボッ
クスを表示します。

●ロードする測定データを選択する

3. 「Kind of Read Data」のラジオボタンをクリックして，どの測定データをロードす
る(読み込む)かを選択します。

●ロードする設定情報を選択する

4. 「Load#」のPit/Landそれぞれの設定情報を選択します。この設定情報はTA320/
TA520にストアされている設定情報です。

●通信テストをする

1.6項で，GP-IBの通信テストをするモードに設定されているとき，操作2で「Open From
GP-IB...」をクリックすると，次のメニューが表示されます。
5. 「GP-IB Test」の「Start」をクリックします。TA320/TA520が測定を開始するこ
とを確認します。

6. 「GP-IB Test」の「Stop」をクリックします。TA320/TA520が測定を停止するこ
とを確認します。

操作5，6で，TA320/TA520が正しく動作している場合は，GP-IBが正しく接続されてい
ます。
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●測定データをロードする

7. 操作4または6のあと，測定を開始して測定データをロードするときは，「OK」をク
リックします。キャンセルするときは，「Cancel」をクリックします。

解　　説解　　説� ●ロードする測定データの選択

TA320/TA520は1回の測定をしたあと停止します。その測定データが本ユーティリティ
ソフトにロード(読み込み)されます。次の中から選択します。
・Pit： Pit信号(CD/DVDに記録される，または記録された信号)の測定データを

ロードします。
・Land： Land信号(Pitと相反する部分：CD/DVDのベースになる部分の信号)の測

定データをロードします。
・Pit & Land：Pit信号とLand信号の両方の測定データをロードします。

●ロードする設定情報の選択

TA320/TA520の内蔵メモリにストアされている設定情報から選択します。Pit，Land
別々に選択できます。
設定範囲：0～9，None
Noneを選択すると，設定の変更はされません。ロードする前の設定が有効になります。

●通信テスト

1.6項で，GP-IBの通信テストをするモードに設定されているときに操作できます。
通信が正常に動作しているかを確認するときに操作します。

●表示例

2.1項の「●表示例」を参照してください。

Note
TA320/TA520のパルス幅測定で，ポラリティを または22T(TA320のときだけ)にして測定
したデータは，正しく解析できません。

2.2　GP-IBを介して，測定データをTA320/TA520からロードする
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2.3 データをバイナリ形式でセーブする

操　　作操　　作� GP-IBボードが組み込まれていない場合は，操作できません。

1. 「File」をクリックして，ファイルメニューを表示します。

●Pit信号のデータをセーブする

2. 「Save for Pit Data...」をクリックして，Pit信号のデータセーブのダイアログボッ
クスを表示します。

3. 「ファイル名」ボックスに，セーブするファイル名を入力します。拡張子は.tadにし
ます。このとき，必要に応じて「ファイルの種類」/「保存する場所」を選択/設定し
ます。

●Land信号のデータをセーブする

4. 操作1のあと，「Save for Land Data...」をクリックして，Land信号のデータセー
ブのダイアログボックスを表示します。
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5. 「ファイル名」ボックスに，セーブするファイル名を入力します。拡張子は.tadにし
ます。このとき，必要に応じて「ファイルの種類」/「保存する場所」を選択/設定し
ます。

●セーブする

6. 設定した内容でセーブするときは，「保存」をクリックします。キャンセルするとき
は，「キャンセル」をクリックします。

解　　説解　　説� ●セーブされるデータ形式と種類

・本ソフト専用のバイナリ形式データです。
・「Save for Pit Data...」でセーブされるデータはPit信号としてグラフ表示されたデー
タだけです。
・「Save for Land Data...」でセーブされるデータはLand信号としてグラフ表示された
データだけです。

●セーブするときのファイル名と拡張子

・ご使用のパーソナルコンピュータで定められている範囲で，ファイル名を設定できま
す。
・拡張子は「.tad」を使用してください。

●セーブするときの注意

データをセーブしようとしたとき，すでにそのファイル名が登録されていても，「同一の
ファイル名がすでにある」という主旨のメッセージは表示されません。「OK」をクリッ
クしたときに上書きされます。

●セーブしたデータをロードするときの注意

・解析パラメータ，解析データの判定値，マウスによるウインドウ移動操作とウインドウ
幅変更操作のON/OFF，解析パラメータ簡易設定のためのクロック周期，コメント，表
示形式，表示色の設定は，データをロードする前の設定になります。
・TA320/TA520ではロードできません。

2.3　データをバイナリ形式でセーブする
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2.4 デ－タベ－スを使う

操　　作操　　作�
1. 「Setup→Database...」をクリックして，デ－タベ－スのダイアログボックスを表示
します。

●デ－タベ－スの登録・修正

2. 「Title」にデータベースのタイトル(日本語可能)を入力します。
3. 「Browse...」または「Get」をクリックして，「Pit Data」/「Land Data」ファイル
を選択します。
なお，「Clear」をクリックすると，PitとLandのファイル名がクリアされます。

4. PitとLandのファイル名の指定とタイトル入力が完了したら，「Add」をクリックし
ます。

5. 一度登録したタイトルまたは，ファイル名を変更する場合は，該当する「Title」を選
択して，タイトルまたはファイル名を操作1～3と同じ方法で設定してください。ここ
で，「Update」をクリックすると修正が完了します。

Note
・タイトルは「File→Open」のダイアログボックスの「Use to Comment」のチェックボタンを
チェックすると，コメントとしても使用できます。

・同じタイトルでも登録ができるので注意してください。

●登録したデ－タベ－スのセ－ブ

2. 「Save As...」または「Save」をクリックして，データベースのファイル名を指定し
ます。
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●デ－タベ－スの呼び出し

2.「Open」をクリックして，ファイル名を指定して，「OK」をクリックします。

●データベースの新規作成

2. 「New」をクリックします。登録/修正していたデータベースがクリアされます。
前述の「●デ－タベ－スの登録・修正」の手順で新規登録を行なってください。
「New」をクリックすると現在ロードしてあるデータベースの内容がすべてクリアさ
れます。クリア前のデータベースを保存する必要がある場合は，セーブ後，「New」
をクリックしてください。

Note
「Setup→Database」でデ－タベ－スのダイアログボックスを表示して，データベースを登録後，
「OK」をクリックすると，次に「File→Open」でデータベースのダイアログボックスを表示した
ときに，タイトルのリストボックスが使用可能になります。また，「Use to Comment」のチェッ
クボックスをチェックすると，デ－タベ－スのタイトルがコメントとして使われます。表示・印刷
両方に利用できます。

解　　説解　　説�
PitとLandの各デ－タとこれらにつけるタイトルを一括管理する機能です。タイトルをキ
－ワ－ドにして選択するとそれに付随するPitとLandのデ－タをロードできます。

●データベースの登録

次の2とおりの方法で，ファイルをデータベースに登録できます。
・ファイルのオ－プンと同様に「Browse...」をクリックしてファイルを選択。
・「Get」をクリックして，現在画面に表示しているデ－タを指定。
通信で読み込んだ場合は「Get」ボタンは使用できません。ただし，一度デ－タセ－ブを
行うと使用できます。

●登録したデータベースのセーブ

登録したり，修正したデ－タベ－スは，セーブしないと，このアプリケ－ションを終了し
たり，「New」をクリックすると消えます。登録・修正したデ－タベ－スは必ずセ－ブし
てください。
セーブのしかたは次の2とおりです。
・「Save As...」： セーブ先，ファイル名を指定してセーブ
・「Save」： 上書きしてセーブ
初期状態からは「Save As...」のみ使用できます。一度セ－ブすると「Save」が使用でき
ます。

2.4　データベースを使う
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3.1 表示形式を設定する

操　　作操　　作�
1. 「Display」をクリックして，ディスプレイメニューを表示します。

●縦軸目盛りの振り方を選択する

2. 「Log Scale」をクリックします。Log Scaleの頭にチェックマークがあるときログ
スケールになり，チェックマークがないときリニアスケールになります。メインメ
ニュー(File，Setup，Display，Help)の下にあるボタンをクリックしても選択できま
す。

●Pit/Land信号のグラフをオーバーラップさせる/させないを選択する

3. 操作1のあと，「Overlap」をクリックします。Overlapの頭にチェックマークがある
ときオーバーラップし，チェックマークがないときオーバーラップしません。メイン
メニュー(File，Setup，Display，Help)の下にあるボタンをクリックしても選択でき
ます。

●グラフと表を同時に表示する/グラフだけを表示するを選択する

4. 操作1のあと，「Only Graph」をクリックします。Only Graphの頭にチェックマー
クがあるときグラフだけを表示し，チェックマークがないときグラフと表を同時に表
示します。メインメニュー(File，Setup，Display，Help)の下にあるボタンをクリッ
クしても選択できます。

第3章　データをグラフ表示する
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●縦軸の上限値/下限値を設定する

5. 操作1のあと，「Display Option...」をクリックして，ディスプレイオプションダイア
ログボックスを表示します。

・縦軸の目盛りモードを選択する

6. 「Vertical Scale」の「Scale Mode」のラジオボタンをクリックして，縦軸の目盛り
モードを選択します。「Auto」を選択したときは操作7～9の操作はできません。
「Manual」を選択したときは操作7に進みます。

・キーボードで数値を入力する

7. 「Vertical Scale」のHistogram/Delta Avg/Std Devの右側にあるUpper/Lowerの各
ボックスの数値を設定します。

・表示中のグラフの数値を設定する

8. 操作6のあと，「Vertical Scale」の「Get From Current Value」をクリックします。

・初期値を設定する

9. 操作6のあと，「Vertical Scale」の「Set to Default Value」をクリックします。

●判定線を表示する

10. 操作5のあと，「Judge Line」の「Display Judge Line」のチェックボタンをチェッ
クします。

●設定した内容を有効にする

11. 操作6でAutoを選択，操作7，8，9および10のあと，選択/設定した内容を有効にす
るときは，「OK」をクリックします。キャンセルするときは，「Cancel」をクリッ
クします。

3.1　表示形式を設定する



3

3-3IM 704216-61

デ
ー
タ
を
グ
ラ
フ
表
示
す
る

解　　説解　　説� ●縦軸目盛りの振り方の選択

ヒストグラム表示の縦軸を，ログスケール(対数目盛り)にするかリニアスケール(等分目盛
り)にするかを選択できます。
・ログスケールのときの表示例

・リニアスケールのときの表示例

●Pit/Land信号のグラフをオーバーラップさせる/させないの選択

Pit/Land信号のヒストグラム表示を，オーバーラップさせる(重ねる)かさせないかを選択
できます。
・オーバーラップさせたのときの表示例

・オーバーラップさせないときの表示例

3.1　表示形式を設定する
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●グラフと表を同時に表示する/グラフだけを表示するの選択

Deltaアベレージ/標準偏差を解析した一覧表を，グラフと同時に表示するかしないかを選
択できます。
・グラフと表の表示例

2.1項の「●表示例」もご覧ください。

・グラフだけの表示例

Note
PitおよびLandの測定データの表示は，32Kデータ(TA320のとき)，または512Kデータ(TA520の
とき)をP-P圧縮(一定区間ごとに最大値/最小値を求めること)して，約10K点のデータに圧縮しま
す。統計処理では，この圧縮したデータで計算をします。したがってアベレージ(Delta Average)
と標準偏差(Std Dev)の値は，TA320/TA520の表示とは異なる値を表示します。
TA320/TA520では，定数Tを設定すると，分解能がそれに伴って変化しますが，このソフトウエ
アでは，定数T(ウインドウの幅)を変えても分解能は一定です(変わりません)。

3.1　表示形式を設定する
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●縦軸の上限値/下限値の設定

ヒストグラム/Deltaアベレージ/標準偏差の縦軸の上限値/下限値の設定ができます。
・Auto： ロードした測定データ全体が表示できるように自動的に設定します。
・Manual：縦軸の上限値/下限値を，キーボード入力/表示中のグラフの数値/初期値のそ

れぞれの方法で設定できます。
・キーボード入力のときの設定範囲/設定分解能

項目 設定範囲 設定分解能
ヒストグラム(Histogram) 0～50000 0.01
Deltaアベレージ(Delta Avg) ±5000 0.01
標準偏差(Std Dev) ±5000 0.01

・表示中のグラフの数値： 現在表示しているグラフの縦軸の上限値/下限値が，設定さ
れます。

・初期値：以下の値に設定されます。

項目 上限値(Upper) 下限値(Lower)
ヒストグラム(Histogram) 1000.00 1.00
Deltaアベレージ(Delta Avg) 100.00 －100.00
標準偏差(Std Dev) 50.00 0.00

初期値を設定したときのヒストグラムの表示例

●判定線の表示

1.2項で設定した判定値にしたがい，Deltaアベレージ/標準偏差のグラフに判定線が表示
されます。

判定線�

�

Deltaアベレージの場合は判定線の領域外のとき，標準偏差の場合は�
判定線以上のときに，グラフ上のプロットマークを塗りつぶします。�

Note
・Deltaアベレージのグラフは，ゼロを基準にして，上下のスケールのスケール幅が大きい方を5
等分した値で，縦目盛りをつけています。

・上限値/下限値の設定が正しくない(たとえば，上限値より下限値が大きい)ときは，「スケール
値が正しくありません」のメッセージが表示されます。

3.1　表示形式を設定する
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3.2 表示色を設定する

操　　作操　　作�
1. 「Display」をクリックして，ディスプレイメニューを表示します。
2. 「Display Option...」をクリックして，ディスプレイオプションダイアログボックス
を表示します。

3. 「Vertical Scale」の「Color」のPitまたはLandの右側にある「Color...」をクリック
して，色の設定ダイアログボックスを表示します。

4. 色を設定します。設定した内容を有効にするときは，「OK」をクリックします。キャ
ンセルするときは，「Cancel」をクリックします。ディスプレイオプションダイアロ
グボックスに戻ります。

5. ディスプレイオプションダイアログボックスで，設定した内容を有効にするときは，
「OK」をクリックしますキャンセルするときは，「Cancel」をクリックします。

解　　説解　　説�
Pit/Land信号グラフのプロット(点)の表示色を設定できます。
表示色は，基本色48色と独自に作成した色のどちらかを選択できます。詳細は，ご使用の
システムの取扱または操作説明書などを参照してください。表示可能な色は，ご使用の
パーソナルコンピュータのグラフィックアクセラレータにより異なります。
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3.3 12T/13Tを描画する/しない

操　　作操　　作�
1. 「Display」をクリックして，ディスプレイメニューを表示します。
2. 「Display Option...」をクリックして，ディスプレイオプションダイアログボックス
を表示します。

3. 「Plot」のフレ－ムの「Skip 12T and 13T」をチェックすると12T/13Tを描画しま
せん。「11T」と「14T」を直線補間します。

解　　説解　　説�
12T/13Tのデ－タ描画(Deltaアベレ－ジと標準偏差)をする/しないを選択できます。
DVDなどで，12T/13Tのデ－タ描画が不要なときは，「Skip 12T and 13T」をチェッ
クしてください。
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4.1 プリンタを設定する

操　　作操　　作�
1. 「File」をクリックして，ファイルメニューを表示します。
2. 「Print Setup...」をクリックして，プリンタの設定ダイアログボックスを表示しま
す。

3. プリンタの選択/印刷の向き/用紙の選択などを設定します。

4. 選択/設定した内容を有効にするときは，「OK」をクリックします。キャンセルする
ときは「Cancel」をクリックします。

解　　説解　　説�
●プリンタの設定

プリンタの設定は，ご使用のシステム環境にしたがって設定してください。

●カラー印刷時の波形色の設定

ファイルメニューの「Layout...」をクリックします。

カラー印刷時に「Color」を選択すると，波形が表示色で印刷されます。ただし，波形が
白の場合には黒で印刷されます。

第4章　外部プリンタで印刷する
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4.2 印刷する

操　　作操　　作�
1. 「File」をクリックして，ファイルメニューを表示します。
2. 「Print...」をクリックして，印刷ダイアログボックスを表示します。

3. 印刷ダイアログボックスの設定内容を確認して，印刷を実行するときは「OK」をク
リックします。キャンセルするときは「キャンセル」をクリックします。
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解　　説解　　説� 印刷例

2.1項の「●表示例」もご覧ください。

4.2　印刷する
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仕様

ソフトウエア
本ソフトウエア(形名704216)は，
・Ta520.exe
という実行ソフトウエアです。

●対象としている測定データ

・タイムインターバルアナライザTA320/TA520で測定したハードウエアヒストグラム
モードのデータ
・バイナリデータでセーブ(保存)された上記データ(拡張子.wvf)で，ヘッダファイル(拡
張子.hdr)付
・通信(GP-IB)を介して，TA320/TA520で測定し，本ソフトウエアにロードした(読み
込んだ)データ
(本ソフトウエアで，TA320/TA520のフロッピーディスクドライブから，GP-IBを介
してデータをロードする(読み込む)ことはできません。)

・本ソフトウエアでセーブしたバイナリ形式のデータ(拡張子.tad)

●データ表示

・ヒストグラムで対数/等分目盛りの選択可
・Deltaアベレージ/標準偏差のグラフ/一覧表を表示
・目盛りの上限値/下限値の設定可
・判定線表示
Deltaアベレージ/標準偏差の判定値を設定し，グラフに判定線を表示

●印刷機能

ヒストグラム，Deltaアベレージ/標準偏差のグラフ/一覧表を印刷可

動作に必要なシステム環境
●パーソナルコンピュータ本体

日本語Windows95/98またはWindows NT4.0が動作可能なパーソナルコンピュータで，
16MB以上のメモリを有したもの

●OS(オペレーティングシステム)

日本語Windows95/98またはWindows NT4.0

●GP-IBボード

パーソナルコンピュータに，N.I(ナショナルインスツルメンツ)社製のGP-IBボードが組み
込まれていることが必要です。

●CRT，プリンタ，マウス

日本語Windows95/98またはWindows NT4.0に対応したもの

第5章　仕様
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